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調 査 概 要

●調査目的： 室戸市では、すべての市民の人権が尊重されるまちづくりをめざし、様々な取組
を進めています。そこで、今回、私たちのまわりにある様々な人権問題について、
市民の皆様の率直なご意見をお聞きし、今後の人権施策を進めていく資料に活
用することを目的として、「人権に関する市民意識調査」を実施いたします。

●調査対象： 住民基本台帳から無作為に抽出した満１８歳以上の室戸市民２，０００人

●調査期間： 令和４年３月１日～３月３１日

●調査内容 回答者の属性
１ 人権全般について
２ 女性の人権について
３ 子どもの人権について
４ 高齢者の人権について
５ 障がいのある方の人権について
６ 同和問題（部落差別）について
７ 日本に居住する外国人の人権について
８ 感染症患者等の人権について
９ 犯罪被害者とその家族の人権について

1０ インターネットによる人権侵害について
１１ 性的指向・性自認に関する人権について
１２ 災害と人権について
１３ 人権教育・啓発について

●調査方法： 郵送調査法

●実施機関： 室戸市人権啓発課

●回収状況： 有効回収数 704人（女性376人、男性302人、性別無回答25人、その他1人）
有効回収率 35.2％（女性18.8％、男性15.1％）

※年齢・性別不明を含めた回収率

1

全体抽出・回答数・回収率 年代別性別回答数 男女別回答数

年代 抽出数 回答数 回収率 女性 男性 その他 無回答 女性比率 男性比率

10歳代 21人 8人 38.1% 3人 5人 0人 0人 37.5% 62.5%

20歳代 109人 18人 16.5% 11人 7人 0人 0人 61.1% 38.9%

30歳代 211人 57人 27.0% 27人 29人 0人 1人 48.2% 51.8%

40歳代 333人 112人 33.6% 59人 52人 0人 1人 53.2% 46.8%

50歳代 443人 141人 31.8% 78人 63人 0人 0人 55.3% 44.7%

60~64歳 434人 168人 38.7% 95人 71人 0人 2人 57.2% 42.8%

70歳以上 449人 177人 39.4% 101人 75人 0人 1人 57.4% 42.6%

無回答 ー 23人 ー 2人 0人 1人 20人 100.0% 0.0%

合計 2000人 704人 ー 376人 302人 1人 25人 ー ―



回答者の性別・年代について

10歳代
1.1%

20歳代
2.6%

30歳代
8.1%

40歳代
15.9%

50歳代
20.0%

60歳代
23.9%

70歳以上
25.1%

無回答
3.3%

年齢
男性
42.9%

女性
53.4%

その他
0.1%

無回答
3.6%

性別

佐喜浜町
11%

室戸岬町
20%

室戸 38%

吉良川町
15%

羽根町
11%

無

回

答
5%

居住地

会社員（役員・正社

員・契約社員） 17%

公務員・

教職員
8%

自営業・

自由業
15%

福祉・医療

関係者
3%

専業主婦
8%

学生
1%

パート・ア

ルバイト
14%

無職
28%

無回答
6%

職業

2 ■全体 （ｎ＝704）



１ 人権全般について

基本的人権が侵すことのできない永久の権利として、憲法で保障されていることを知っているか
どうかについては、「知っている」84.2％、「知らない」14.5％となっている。

3

1.3

14.5

84.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

無回答

知らない

知っている

全体(n=704)

問１．あなたは、基本的人権は、侵すことのできない永久の権利として、憲法で保障されていることを知っ
ていますか。（〇は１つ）

0.7

20.6

12.5

19.3

34.1

12.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

わからない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

どちらかといえばそう思う

そう思う

全体 (n=704)

問２．室戸市は、「市民一人ひとりの人権が尊重されているまち」であると思いますか。（〇は１つ）

室戸市は市民一人ひとりの人権が尊重されているまちであると思うかについて、「どちらかといえば
そう思う」34.1％が最も高く、次いで「わからない」20.6％となっている。思う（「そう思う」「どちらかといえばそう思
う」を合わせた割合）は46.9％、思わない（「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」を合わせた割合）は
31.8％で、思うと回答した割合が高かった。



１ 人権全般について

1.3

52.0

6.1

7.4

27.6

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

わからない

どちらかといえば低くなっている

低くなっている

どちらかといえば高くなっている

高くなっている

全体 (n=704)

問３．市民一人ひとりの人権意識は、５～６年前に比べてどうなっていると思いますか。（〇は１つ）

市民一人ひとりの人権意識の高まりについては、「わからない」52.0％が最も高く、次いで「どちらかといえば高く
なっている」27.6％となっている。高い（「高くなっている」「どちらかといえば高くなっている」を合わせた割合）
33.3％、低い（「低くなっている」「どちらかといえば低くなっている」を合わせた割合）13.5％で、高くなっている割合
が高かった。
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１ 人権全般について

関心のある人権課題について、「障がいのある人の人権」40.5％が最も高く、次いで「インター
ネットによる人権侵害」39.5％、「プライバシーや個人情報の流出・漏えい問題」38.6％の順となっ
ている。

3.3

1.7

6.8

6.7

7.8

8.2

10.4

10.9

13.1

18.9

21.4

22.6

30.0

30.7

32.0

32.2

35.2

35.4

38.6

39.5

40.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

ホームレスの人権

アイヌの人々の人権

人身取引

外国人の人権

刑を終えて出所した人の人権

性的指向・性自認に関する人権

犯罪被害者とその家族の人権

地震などの災害時の人権問題

(避難上のトラブルなど）

北朝鮮による拉致問題

同和問題（部落差別）

感染症患者等の人権

高齢者の人権

子どもの人権

女性の人権

パワー・ハラスメント、セクシャル・

ハラスメントなどのハラスメント

プライバシーや個人情報の流出・

漏えい問題

インターネットによる人権侵害

障がいのある人の人権

全体 (n=704)

問４．日本の社会には様々な人権問題がありますが、あなたはどのような問題に関心がありますか。
（〇はいくつでも）

（注）複数回答のため合計は100%を超えます。
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１ 人権全般について

ご自身やご家族が差別や人権侵害を受けたと感じたことについて、「ない」78.6％、「ある」18.8％の順となっ
ている。

2.7

78.6

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

無回答

ない

ある

全体 (n=704)

問５．あなたは、過去5年くらいの間に、あなた自身やご家族が差別や人権侵害を受けたと感じたことはあります
か。（〇は１つ）

6



１ 人権全般について

差別や人権侵害を受けたと感じたことについて、「職場での不当な待遇やパワー・ハラスメント」31.8％が最も
高く、次いで「名誉や信頼を傷つけられたり、侮辱を受けた」28.8％、「地域社会での役割分担や、近隣の人の
言動」23.5％の順となっている。

0.8

0

0.8

2.3

3.0

5.3

5.3

6.1

6.1

6.8

8.3

12.1

12.1

12.9

12.9

15.2

15.2

18.2

18.2

23.5

28.8

31.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

国籍・人種・民族にかかわるもの

性的指向・性自認にかかわるもの

犯罪被害にかかわるもの

セクシャル・ハラスメント（性的嫌がらせ）を受けた

感染症等にかかわるもの

インターネットやSNSへの書き込み

その他

ドメスティック・バイオレンス（配偶者やパートナーによる

暴力や監視）を受けた

学校での対応や行動

高齢を理由とするもの

答えたくない

いじめや虐待などの子どもの人権にかかわるもの

なんとなくそう感じた

障がいを理由とするもの

男女平等にかかわるもの

家庭内での家事、子育てなどの役割分担や家族の言動

プライバシーにかかわるもの

同和問題にかかわるもの

地域社会での役割分担や、近隣の人の言動

名誉や信頼を傷つけられたり、侮辱を受けた

職場での不当な待遇やパワー・ハラスメント

「ある」 (n=132)

問６．問5で「ある」と回答された方にお聞きします。差別や人権侵害を受けたと感じたことはどのようなことで
すか。（○はいくつでも）

（注）複数回答のため合計は100%を超えます。
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１ 人権全般について

差別や人権侵害を受けたと感じた時どうしたかについて、「何もせず我慢した又は相談しても無駄だと思った」
45.4％が最も高く、次いで「家族や親戚の人に相談した」34.0％、「友人や知人に相談した」27.2％の順となっ
ている。

1.5

2.2

3.0

3.7

6.0

6.0

6.8

7.5

9.0

12.8

15.1

27.2

34.0

45.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

近所の人や常会長に相談した

民生委員・児童委員に相談した

市や法務局（人権擁護委員）に相談した

その他

会社や職場の上司、事業主に相談した

学校の先生に相談した

覚えていない

警察や弁護士に相談した

どこに相談したらよいのかわからなかった

直接相手に抗議した

友人や知人に相談した

家族や親戚の人に相談した

何もせず我慢した又は相談しても無駄だと思った

「ある」 (n=132)（注）複数回答のため合計は18.8%（「ある」の回答率）を超えます。

問７．問５で「ある」と回答された方にお聞きします。その時あなたは、どうしましたか。（○はいくつでも）
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２ 女性の人権について

女性の人権が尊重されていないと思うことについて、「女性の活躍に影響を及ぼす古い考え方や社会通念、
慣習、しきたりが残っている」44.5％が最も高く、次いで「男女の固定的な役割分担意識」34.1％、「女性の社
会進出を困難にしている就労環境等の社会システム（育児休業、保育所制度等）が十分整備されていない」
22.3％の順となっている。

4.0

0.9

3.4

5.7

8.2

9.2

9.5

10.5

10.7

10.8

11.8

13.5

21.9

22.3

34.1

44.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

風俗産業や売春・買春・援助交際

マタニティ・ハラスメント

（妊娠、出産を理由とするいやがらせ）

テレビ・DVD・雑誌・インターネット等で女性を

性的対象として扱う情報があふれている

ストーカー（つきまとい）行為

特にない

わからない

ドメスティック・バイオレンス

（配偶者やパートナーによる暴力や監視）

セクシャル・ハラスメント（性的嫌がらせ）

痴漢行為や強制わいせつ等の性犯罪

女性が政策や方針などの決定に参画する機会が少ない

（女性の政治家や管理職が少ない）

職場における差別待遇

（採用、昇格、仕事内容、賃金など）

女性の社会進出を困難にしている就労環境等の社会システ

ム（育児休業、保育所制度等）が十分整備されていない

男女の固定的な役割分担意識

（「男は仕事、女は家庭」など）

女性の活躍に影響を及ぼす古い考え方や

社会通念、慣習、しきたりが残っている

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問８．あなたは、女性の人権が尊重されていないと思うのはどのようなことですか。（〇は３つまで）
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２ 女性の人権について

女性の人権を守るために必要だと思うことについて、「男女がともに、働きながら、家事や育児・介護などを両
立できる環境の整備」50.7％が最も高く、次いで「学校教育における男女平等や女性の人権に関する教育の
充実」25.4％、「男女の固定的な役割分担意識の是正と男女平等意識の啓発」21.9％の順となっている。

4.4

0.6

5.5

8.5

9.9

12.1

12.5

12.6

16.9

17.3

17.8

21.9

25.4

50.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

政治や経済等における政策・方針決定過程への

女性の参画促進

わからない

女性への犯罪に対する取締りの強化

女性のための相談・支援体制の充実

様々な社会制度や慣行を男女共同参画の視点に

立って見直す

女性の人権を守るための教育・啓発活動の推進

女性の人権について、市民一人ひとりが理解と認

識を深める

男女雇用機会均等法や労働基準法などの周知及

び企業、労働者の意識啓発

男女の固定的な役割分担意識の是正と男女平等

意識の啓発

学校教育における男女平等や女性の人権に関す

る教育の充実

男女がともに、働きながら、家事や育児・介護

などを両立できる環境の整備

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問９．女性の人権を守るために、必要なことはどのようなことだと思いますか。（○は３つまで）
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３ 子どもの人権について

子どもの人権が尊重されていないと思うことについて、「子ども同士が「暴力」や「仲間はずれ」「無視」などの
いじめをしたり、させたりする」48.2％が最も高く、次いで「保護者などが身体的、心理的（過度の放任や無視を
含む）、性的に虐待する」40.1％、「周りの人が、いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬふりをす
る」31.7％の順となっている。

3.7

0.6

3.8

6.0

7.2

7.7

16.6

19.3

21.3

27.7

31.7

40.1

48.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

不審者によるつきまといなど、子どもの安全を

おびやかす行為

特にない

児童買春や児童ポルノなどの対象となる

わからない

教師・部活の指導者等からの体罰や暴言

子どもの意見や行動が尊重されない（大人が

自分の考えを強制する）

インターネットやSNSで誹謗中傷を受ける

貧困による教育の格差が生じたり、健康な生活が

できなかったりする

周りの人が、いじめをしている人や、いじめられて

いる人を見て見ぬふりをする

保護者などが身体的、心理的（過度の放任や無視を

含む）、性的に虐待する

子ども同士が「暴力」や「仲間はずれ」「無視」などの

いじめをしたり、させたりする

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問１０．あなたは、子どもの人権が尊重されていないと思うものはどのようなことですか。（〇は３つまで）
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３ 子どもの人権について

子どもの人権を守るために必要だと思うことについて、「家庭・地域・学校の連携のもと、地域で子どもを育む
機運を高める」34.2％が最も高く、次いで「学校におけるいじめの問題の防止に対する取組の強化」29.0％、
「子どもに対する虐待や育児放棄を防止するための取組の強化」28.4％の順となっている。

3.6

0.9

3.0

3.6

7.1

8.8

8.8

13.6

14.3

15.3

15.8

19.9

20.2

20.7

28.4

29.0

34.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

体罰禁止の徹底

特にない

わからない

子ども自身の意思や行動を権利として尊重する

犯罪や安全を脅かす行動などから子どもを守る取組の

推進

人権を大切にする心を育てるための教職員等に対する

研修の充実

インターネット等の規制の強化

貧困の連鎖を断ち切るための取組の推進

子どもの人権について、市民一人ひとりが理解と認識

を深める

子どものための相談・支援体制の充実

子どもの人権を守るための教育・啓発活動の推進

学校教育における子どもの人権に関する教育の充実

子どもに対する虐待や育児放棄を防止するための取組

の強化

学校におけるいじめの問題の防止に対する取組の強化

家庭・地域・学校の連携のもと、地域で子どもを育む機運

を高める

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問１１．子どもの人権を守るために必要なことはどのようなことだと思いますか。（○は３つまで）

12



４ 高齢者の人権について

高齢者の人権が尊重されていないと思うことについて、「高齢者を狙った特殊詐欺や悪徳商法の被害が多
い」47.6％が最も高く、次いで「家族や地域との交流が疎遠がちで孤独な生活を送っている」24.7％、「道路で
の段差や建物の階段等、外出先で不便や支障がある」22.7％の順となっている。

3.7

0.6

7.7

7.7

9.8

11.4

13.4

16.1

21.3

21.9

22.7

24.7

47.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

わからない

高齢者ということで意見や発言が無視される

特にない

アパートなど住宅を容易に借りることができない

病院・施設での看護において劣悪な処遇や

虐待を受ける

介護者（家庭内を含む）などが身体的、心理的、

経済的等の虐待を行う

働く能力を発揮する機会が少ないこと

気軽にいつでも何でも相談ができる場所がない

道路での段差や建物の階段等、外出先で

不便や支障がある

家族や地域との交流が疎遠がちで孤独な

生活を送っている

高齢者を狙った特殊詐欺や悪徳商法の被害が多い

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問１２．あなたは、高齢者の人権が尊重されていないと思うのはどのようなことですか。(○は３つまで）
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４ 高齢者の人権について

高齢者の人権を守るために必要だと思うことについて、「高齢者を地域で支える仕組みの整備」39.9％の割
合が最も高く、次いで「道路や交通機関、建物などのバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化など高齢者が生
活しやすいまちづくりの推進」31.5％、「認知症高齢者対策を充実」30.3％の順となっている。

3.7

0.6

5.8

6.3

8.7

9.1

12.8

13.9

15.8

22.2

26.7

30.3

31.5

39.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

わからない

特にない

自己啓発や文化的活動に参加できる機会の充実

学校教育における高齢者の人権に関する教育の充実

高齢者の人権を守るための教育・啓発活動の推進

地域で自立した生活ができるよう居住の場を確保する

高齢者の就業環境を整備し就労機会を増やす

高齢者の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める

高齢者のための相談・支援体制の充実

認知症高齢者対策を充実

道路や交通機関、建物などのバリアフリー化、ユニバーサル

デザイン化など高齢者が生活しやすいまちづくりの推進

高齢者を地域で支える仕組みの整備

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問１３．高齢者の人権を守るために必要なことはどのようなことだと思いますか。（○は３つまで）
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５ 障がいのある方の人権について

障害のある方の人権が尊重されていないと思うことについて、「障がいのある人に対する理解が足りないこと」
59.8％が最も高く、次いで「交通機関や道路、公園、店舗、建物、情報機器などの利用が不便であ
る」32.1％、「就職の際や職場で不利・不当な扱いを受ける」22.7％の順となっている。

4.2

0.6

2.4

4.8

5.5

6.1

6.3

10.9

14.5

18.9

21.4

22.7

32.1

59.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

障がい者を狙った悪徳商法の被害が多い

アパートなど住宅を容易に借りることができない

特にない

家庭内や病院・施設において不当な扱いや

虐待を受ける

スポーツ・文化活動、地域活動に気軽に参加できない

わからない

障がいがあるという理由で意見や行動が尊重されない

（結婚、就職に際しての周囲からの反対など）

じろじろ見られたり、避けられたりする

職場や学校等でいやがらせやいじめを受ける

就職の際や職場で不利・不当な扱いを受ける

交通機関や道路、公園、店舗、建物、情報機器

などの利用が不便である

障がいのある人に対する理解が足りないこと

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問１４．あなたは、障がいのある方の人権が尊重されていないと思うのはどのようなことですか。(○は３つまで）
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５ 障がいのある方の人権について

障がいのある方の人権を守るために必要だと思うことについて、「道路や交通機関、建物などのバリアフリー
化、ユニバーサルデザイン化など障がいのある人が生活しやすいまちづくりの推進」34.8％が最も高く、次いで
「障がいのある人の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める」33.7％、「就労の支援や働く場の確
保を図る」33.1％の順となっている。

3.6

0.7

3.4

8.4

13.5

15.8

16.1

19.6

22.2

23.2

33.1

33.7

34.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

わからない

障がいのある人に配慮した防犯・防災対策を進める

障がいのある人もない人も、芸術・文化・スポーツ、地域活動な

どに気軽に参加・交流できる

地域で自立した生活ができるよう居住の場の確保

障がいのある人のための相談・支援体制の充実

障がいある人の人権を守るための教育・啓発活動の推進

学校教育における障がいのある人の人権に関する教育の充実

就労の支援や働く場の確保を図る

障がいのある人の人権について、市民一人ひとりが理解と認識

を深める

道路や交通機関、建物などのバリアフリー化、ユニバーサルデ

ザイン化など障がいのある人が生活しやすいまちづくりの推進

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問１５．障がいのある人の人権を守るために、必要なことはどのようなことだと思いますか。（〇は３つまで）
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６ 同和問題（部落差別）について

同和問題を初めて知った機会について、「小学校の授業で習った」29.8％が最も高く、次いで「父母や兄弟
姉妹など家族から聞いた」24.3％、「はっきりおぼえていない」13.5％の順となっている。小・中・高を合わせると
43.1％となり、半数近くが人権教育として教育現場で習っている。

4.1

0.3

1.0

1.1

1.4

1.7

1.8

2.4

2.6

2.7

2.8

9.2

10.5

13.5

24.3

29.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

インターネットやSNSで知った

広報誌や冊子などで知った

同和問題（部落差別）を知らない

講演会や研修会で知った

マスメディア（テレビ、新聞など）で知った

職場の人から聞いた

近所の人から聞いた

親せきの人から聞いた

その他

高校の授業で習った

子どものころ友達や先輩から聞いた

中学校の授業で習った

はっきりおぼえていない

父母や兄弟姉妹など家族から聞いた

小学校の授業で習った

全体 (n=704)

問１６．あなたが、同和問題（部落差別）を初めて知ったのは、どのようなことからですか。(○は１つ）
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６ 同和問題（部落差別）について

同和問題（部落差別）に関する差別意識や偏見が、現在も残っているかについて、「残っている」41.2％が
最も高く、次いで「残っているが弱まっている」37.9％、「現在も残っていて強まっている」0.7％を合わせると、現
在も残っていると思っている割合が79.8%となっている。

3.5

10.7

6.0

37.9

0.7

41.2

無回答

わからない

残っていない

残っているが弱まっている

現在も残っていて強まっている

現在も残っている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

■全体 （ｎ＝704）

4.8

11.9

2.0

3.6

77.7

無回答

わからない

部落差別は不当な差別ではない

知らない

知っている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

問１７．社会の中に同和問題（部落差別）に関する差別意識や偏見が、現在も残っていると思いますか。
（○は１つ）

問１８．同和問題（部落差別）は不当な差別であると知っていますか。 （○は１つ）

18

同和問題（部落差別）は不当な差別であると知っているかについて、「知っている」77.7％が最も高く、次い
で「わからない」11.9％の順となっている。部落差別は不当な差別ではないとする回答も2.0％あった。

■全体 （n＝704）



６ 同和問題（部落差別）について

同和地区や同和地区出身者ということを気にしたり、意識したりすることはあるかについて、「気にしたり、意識
することはない」51.1％が最も高く、次いで「結婚するとき」27.4％、「仕事上でかかわりをもつとき」12.2％等の
順となっている。

7.2

2.8

3.7

3.8

4.3

4.4

6.4

7.4

11.5

12.2

27.4

51.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

人を雇うとき

その他

自分の子どもが同じ学校に通学するとき

飲食したり、つきあったりするとき

同じ団体（常会、PTA、サークル等）のメンバー

として活動するとき

不動産を購入したり借りたりするとき

同じ職場で働くとき

隣近所で生活するとき

仕事上でかかわりをもつとき

結婚するとき

気にしたり、意識することはない

全体 (n=704)

問１９．同和地区や同和地区出身者ということを気にしたり、意識したりすることはありますか。（○はいくつでも）
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（注）複数回答のため合計は100%を超えます。



６ 同和問題（部落差別）について

子どもの結婚相手が同和地区出身者だった場合について、「子どもの意志を尊重する」59.9％と最も高く、次
いで「親としては反対するが、子どもの意志が強ければ認める」14.4％、「わからない」13.6％の順となった。認
める（「子どもの意志を尊重する」「親としては反対するが、子どもの意志が強ければ認める」）が74.3％、認めな
い（「絶対に結婚を認めない」「家族や親せきが反対すれば、結婚を認めない」）が４％の割合となっている。

6.0

1.7

2.0

2.3

13.6

14.4

59.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

家族や親せきが反対すれば、結婚を認めない

その他

絶対に結婚を認めない

わからない

親としては反対するが、子どもの意志が強ければ認める

子どもの意志を尊重する

全体 (n=704)

問２０．あなたに子どもがいると仮定して、その子どもが結婚しようとしている相手が同和地区出身者だとわ
かった場合、あなたはどうしますか。（○は１つ）
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６ 同和問題（部落差別）について

同和問題（部落差別）に関する事柄で人権が尊重されていないと思うことについて、「結婚問題で周囲が反
対する」54.3％が最も高く、次いで「差別的な発言や行動をする」25.9％、「身辺調査をする」24.3％の順と
なっている。

7.5

1.7

3.8

7.0

11.5

12.4

12.8

14.2

24.3

25.9

54.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

差別的な張り紙や落書きをする

インターネットやSNSを利用して差別的な情報を

掲載する

特にない

家や土地の購入、マンション等を建設する際に

同和地区かどうか調べる

就職の際や職場において不利・不当な扱いをする

わからない

身元調査をする

差別的な発言や行動をする

結婚問題で周囲が反対する

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２１．同和問題（部落差別）に関する事柄で、人権が尊重されていないと思うのはどのようなことですか。
（○は３つまで）
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６ 同和問題（部落差別）について

解決するために大切だと思うことについて、「同和問題に対する正しい情報の提供や教育・啓発活動を推進
する」32.7％が最も高く、次いで「市民一人ひとりが同和問題を正しく理解し、問題解決のために努力する」
31.4％、「学校教育の中で同和問題に関する正しい知識を教える」27.7％の順となっている。

7.0

3.8

4.8

6.1

6.3

12.4

18.0

25.1

27.7

31.4

32.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

インターネット上での差別的な書き込みの監視を強化

する

相談・支援体制の充実

特にない

わからない

同和地区のことなど口に出さず、そっとしておけば、

差別は自然になくなる

市民自らが差別をしないように人権意識を高める努力

する

学校教育の中で同和問題に関する正しい知識を教える

市民一人ひとりが同和問題を正しく理解し、問題解決

のために努力する

同和問題に対する正しい情報の提供や教育・啓発活動

を推進する

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２２．同和問題（部落差別）を解決するためには、どのようなことが大切だと思いますか。 （○は３つまで）
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７ 日本に居住する外国人の人権について

外国人の人権が尊重されていないと思うことについて、「外国の生活習慣や文化などへの理解不足や偏見
がある」37.1％が最も高く、次いで「就職、職場で不利な扱いを受ける」26.1％、「日常生活において、外国語
表示がなく十分なサービスを受けることができない」24.7％の順となっている。

5.7

0.7

1.0

5.8

9.7

13.6

16.1

24.0

24.7

26.1

37.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

店舗等への入店や施設利用を拒否される

国籍を理由に結婚を反対される

アパートなど住宅を容易に借りることができない

特にない

偏見による差別的な言動をされる

（ヘイトスピーチなど）

わからない

日常生活において、外国語表示がなく十分な

サービスを受けることができない

就職、職場で不利な扱いを受ける

外国の生活習慣や文化などへの理解不足や

偏見がある

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２３．あなたは、日本に住む外国人の人権が尊重されていないと思うのはどのようなことですか。
（○は３つまで）
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７ 日本に居住する外国人の人権について

外国人の人権を守るために大切だと思うことについて、「異文化の理解のため、外国人との交流を促進する」
25.6％が最も高く、次いで「外国人の人権について、市民一人ひとりが理解と認識を深める」23.7％、「学校等
で異文化に対する理解や尊重に向けた教育の充実」20％の順となっている。

5.1

0.4

8.0

9.1

13.2

15.3

15.6

17.0

17.3

17.8

20.0

23.7

25.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

ヘイトスピーチなど、不当な差別的言動

の解消に向けた取組の推進

特にない

多言語による生活情報の提供の充実

学校教育における外国人の人権に関する

教育の充実

外国人の住居の確保や就労の支援や働く

場の確保を図る

外国人の人権を守るための教育・啓発活動の推進

外国人のための相談・支援体制の充実

わからない

学校等で異文化に対する理解や尊重に向

けた教育の充実

外国人の人権について、市民一人ひとりが

理解と認識を深める

異文化の理解のため、外国人との交流を促進する

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２４．外国人の人権を守るために必要なことはどのようなことだと思いますか。(○は３つまで）

24



８ 感染症患者等の人権について

感染症患者等の人権が尊重されていないと思うことについて、「罹患したことにより、本人や家族などのプライ
バシーが侵害される」45.2％が最も高く、次いで「地域社会における排斥や悪意のある噂が流される」43.9％、
「差別的な言動をされる」37.1％の順となっている。

6.1

0.6

3.7

4.8

7.2

8.7

9.9

12.2

17.2

37.1

43.9

45.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

結婚を断られたり、離婚を迫られたり、周囲から

反対を受けたりする

施設において入所の拒否や、入所者が退所させられる

特にない

就職・職場で不利な扱いを受ける

病院での治療や入院を断られる

学校などにおけるいじめや入園が拒否される

わからない

差別的な言動をさせる

地域社会における排斥や悪意のある噂が流される

罹患したことにより、本人や家族などのプライバシーが

侵害される

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２５．あなたは、感染症患者等の人権が尊重されていないと思うのはどのようなことですか。（○は３つまで）
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８ 感染症患者等の人権について

感染症患者等の人権を守るために必要だと思うことについて、「感染症患者等の人権について、市民一人ひ
とりが理解と認識を深める」39.8％が最も高く、次いで「感染症患者等のプライバシー保護の徹底」37.9％、
「学校教育における感染症に関する正しい知識や感染症患者等の人権に関する教育の充実」28.3％の順と
なっている。

6.1

0.4

4.4

5.3

10.8

23.3

23.3

27.0

28.3

37.9

39.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

感染者の就職の機会均等の確保

わからない

感染症患者等の人権を守るための教育・啓発

活動の推進

医療機関などにおける個人情報保護の徹底

感染症患者等のための相談・支援体制の充実

学校教育における感染症に関する正しい知識

や感染症患者等の人権に関する教育の充実

感染症患者等のプライバシー保護の徹底

感染症患者等の人権について、市民一人

ひとりが理解と認識を深める

全体 (n=704)

（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２６．感染症患者等の人権を守るために必要なことはどのようなことだと思いますか。（○は３つまで）
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９ 犯罪被害者とその家族の人権について

犯罪被害者等の人権が尊重されていないと思うことについて、「過剰な取材などによる私生活の平穏やプラ
イバシーの侵害がある」40.3％が最も高く、次いで「事件に関して周囲からの偏見や差別がある」30.8％、「仕
事を休んだり、辞めざるを得なくなり、収入が減ったり、途絶えたりすることにより生活が苦しくなる」25.6％の順と
なっている。

6.1

0.4

5.4

7.7

9.2

10.8

14.1

18.6

19.9

25.3

25.6

30.8

40.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

捜査や裁判手続きに必ずしも被害者の声が

十分反映されるわけではない

事件のことで、転居を余儀なくされている

警察等の公的機関に相談しても期待どおりの

結果が得られない

捜査や刑事裁判において精神的負担を受ける

にもかかわらず心のケアがされない

犯罪被害者自身が非難の対象になる

わからない

犯罪行為によって、精神的なショックを受けたり、

身体の不調をきたす

仕事を休んだり、辞めざるを得なくなり、収入が

減ったり、途絶えたりすることにより生活が苦しくなる

事件に関して周囲からの偏見や差別がある

過剰な取材などによる私生活の平穏や

プライバシーの侵害がある

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２７．あなたは、犯罪被害者等の人権が尊重されていないと思うのはどのようなことですか。 （〇は３つまで）
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９ 犯罪被害者とその家族の人権について

犯罪被害者等の人権を守るために必要だと思うことについて、 「犯罪被害者等に配慮した報道や取材」
36.9％が最も高く、次いで「犯罪被害者等に寄り添ったきめ細やかな支援や対応」35.1％、「専門家による心
理的支援（カウンセリング）の提供」23.6％の順となっている。

6.0

0.4

5.1

13.2

13.6

15.5

17.3

22.2

23.3

23.6

35.1

36.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

犯罪被害者等の人権を守るための教育・啓発活動

の推進

犯罪予防・防止のための施策を充実

わからない

経済的な支援

犯罪被害者等の人権について、市民一人ひとりが

理解と認識を深める

犯罪被害者等の相談・支援体制の充実

専門家による心理的支援（カウンセリング）の提供

犯罪被害者等に寄り添ったきめ細かな支援や対応

犯罪被害者等に配慮した報道や取材

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２８．犯罪被害者等の人権を守るために必要なことはどのようなことだと思いますか。（○は３つまで）
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１０ インターネットによる人権侵害について

インターネットによる人権侵害で問題があると思うことについて、「他人を誹謗中傷する情報を掲載する」
58.5％が最も高く、次いで「無断で他人のプライバシーに関することを掲載する」52.4％、「個人情報の流出等
の問題が多く発生している」28.1％の順となっている。

6.3

0.1

3.8

4.0

8.9

10.8

12.8

14.6

22.9

28.1

52.4

58.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真

を掲載する

差別を助長する表現が掲載されている

わいせつな画像や残虐な映像など、有害な情報を

掲載する

わからない

犯罪行為をうながしたり、誘発するようなサイトが

存在する

情報の発信者が匿名の場合が多いため、利用者の

倫理観が低下しやすい

個人情報の流出等の問題が多く発生している

無断で他人のプライバシーに関することを掲載する

他人を誹謗中傷する情報を掲載する

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問２９．あなたは、インターネットによる人権侵害で特に問題があると思われることはどのようなことですか。
（○は３つまで）
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１０ インターネットによる人権侵害について

インターネットによる人権侵害で人権を守るために必要だと思うことについて、「違法な情報発信者に対する
監視・取り締まりの強化」48.6％が最も高く、次いで「インターネット利用者やプロバイダ等に対して、個人のプラ
イバシーや名誉に関する正しい理解を深めるための教育・啓発活動の推進」32.5％、「プロバイダ等に対し情報
の停止・削除を求める」31.4％の順となっている。

6.8

1.1

3.7

13.9

15.1

17.3

19.3

28.0

31.4

32.5

48.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

わからない

市民一人ひとりが理解と認識を深める

企業等が個人情報保護法を正しく理解し、適切な安全対

策をする

インターネットにより人権侵害を受けた人のために相談・

支援体制の充実

学校教育において、インターネットによる人権侵害につい

ての教育を行う

プロバイダ等に対し情報の停止・削除を求める

インターネット利用者やプロバイダ等に対して、個人の

プライバシーや名誉に関する正しい理解を深めるための

教育・啓発活動の推進

違法な情報発信者に対する監視・取り締まりの強化

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問３０．インターネットによる人権侵害について、人権を守るために必要なことはどのようなことだと思いますか。
（○は３つまで）
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１１ 性的指向・性自認に関する人権について

LGBT等性的少数者の人権が尊重されていないと思うことについて、「差別的な行動をされたり世間から好奇
や偏見の目で見られる」40.6％が最も高く、次いで「わからない」27.1％、「学校、職場において、いやがらせや
いじめを受ける」19.3％の順となっている。

7.0

0.3

1.0

1.4

6.5

11.1

11.9

12.9

14.4

15.8

18.3

19.3

27.1

40.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

アパートなど住宅を容易に借りることができない

宿泊施設・店舗等への入店や施設利用を拒否される

特にない

就職の際や職場において不利な扱い、差別的な行動がある

相談できる相手や情報交換などができる交流の場が少ない

LGBT等の性的少数者であることを本人に無断で他人に

伝えられる

行政や民間サービスにおいて、同性パートナーが家族と同等の

扱いを受けられないことがある（住宅、医療、保険など）

心の性とは異なる振る舞い（服装、言葉遣いなど）を強要される

性自認に配慮した設備（トイレ、更衣室など）が整っていない

学校、職場において、いやがらせやいじめを受ける

わからない

差別的な行動をされたり世間から好奇や偏見の目で見られる

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問３１．あなたは、ＬＧＢＴ等の性的少数者の人権が尊重されていないと思うのはどのようなことですか。
（○は３つまで）
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１１ 性的指向・性自認に関する人権について

LGBT等性的少数者の人権を守るために必要だと思うことについて、「学校教育の中で、性的指向・性自認に
ついての教育の充実や配慮を行う」26.6％が最も高く、次いで「ＬＧＢＴ等の性的少数者の人権を守るための教
育・啓発活動の推進」25.9％、「性的指向・性自認について、市民一人ひとりが理解と認識を深める」23.6％の
順となっている。

7.7

0.1

6.4

8.2

13.5

15.2

18.3

20.3

23.3

23.6

25.9

26.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

性自認に配慮し、窓口での呼び出しや申請書等にお

ける性別記載欄の廃止などを行う

性的指向・性自認に関する相談・支援体制の充実

性的指向・性自認に配慮した法令・制度の整備を進める

性自認に配慮した設備（トイレ、更衣室など）を整える

行政や民間サービスにおいて、同性パートナーが家族と同等

の扱いを受けられるように配慮する（住宅、医療、保険など）

わからない

性的指向・性自認について、市民一人ひとりが理解と

認識を深める

LGBT等の性的少数者の人権を守るための教育・啓発

活動の推進

学校教育の中で、性的指向・性自認について教育の充

実や配慮を行う

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問３２．ＬＧＢＴ等の性的少数者の人権を守るために必要なことはどのようなことだと思いますか。
（〇は３つまで）
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１２ 災害と人権について

災害時に人権が尊重されていないと思うことについて、「避難生活でプライバシーが守られない」52.0％が最
も高く、次いで「避難生活の長期化によるストレスに伴ういさかい等が生じる」40.8％、「避難生活の長期化によ
る様々な病気の発生や悪化が生じる」34.4％の順となっている。

5.5

0.3

3.8

7.8

11.4

12.1

17.0

22.7

30.4

34.4

40.8

52.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

わからない

女性や児童のいる子育て家族への十分な

配慮が行き届かない

避難生活での犯罪、暴力、ハラスメントが起きる

デマ・風評などによる差別的な言動や

いやがらせが起きる

支援や被災状況などの必要な支援や情報

が行き届かない

要配虜者（障がい者、高齢者、乳幼児、妊産婦、

外国人など）に対して、十分な配慮が行き届かない

避難生活の長期化による様々な病気の

発生や悪化が生じる

避難生活の長期化によるストレスに伴う

いさかい等が生じる

避難生活でプライバシーが守られない

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問３３．あなたは、地震など災害が起きた場合に、人権上問題があると思うのはどのようなことですか。
（○は３つまで）
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１２ 災害と人権について

災害時に人権を守るために必要だと思うことについて、「避難所では、授乳室、育児室、男女別更衣室などの
個別スペースを確保するなど、女性や子育て家庭への配慮が行き届くようにする」49.0％が最も高く、次いで
「被災者に確実に支援や情報が行き届くような体制を整える」39.9％、「要配慮者（障がい者、高齢者、乳幼
児、妊産婦、外国人など）をあらかじめ把握し、要配慮者に配慮した防災マニュアルを作成しておく」35.5％の
順となっている。

5.8

0.4

3.1

7.8

19.5

20.7

22.3

24.9

35.5

39.9

49.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

わからない

避難生活における防犯対策の強化

災害時に対策本部を設定する行政の職員や避難所の運営に

あたる住民が、災害時における人員の配置についての認識を

十分に持つ

平常時から常会や自主防災組織などに、女性、障がい者、高

齢者など様々な人に参加してもらう

平常時から災害時における人権への配慮についての理解と認

識を深めるための教育・啓発活動の推進

要配虜者（障がい者、高齢者、乳幼児、妊産婦、外国人など）

をあらかじめ把握し、要配虜者に配慮した災害マニュアルを作

成しておく

被災者に確実に支援や情報が行き届くような体制を整える

避難所では、授乳室、育児室、男女別更衣室などの個別ス

ペースを確保するなど、女性や子育て家庭への配慮が行き届

くようにする

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問３４．地震など災害時において人権を守るために、どのようなことが必要だと思いますか。
（〇は３つまで）
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１３ 人権教育・啓発について

人権が尊重されていないと思うことについて、「児童・生徒が、主体的に「自分や他人の人権」について考えら
れる教育を進める」56.4％と最も高く、次いで「障害のある人や高齢者などとのふれあいの場を多くし、交流体
験を通じた教育を進める」34.4％、「すべての児童・生徒が自分を肯定的に認め、自信が持てるような教育を
進める」33.5％の順となっている。

6.7

1.6

3.4

8.1

18.3

20.7

24.7

33.5

34.4

56.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

わからない

人権問題の解決に向けて、主体的に行動できるような教

育を進める

歴史的な経過や、差別の現状などが理解できるような教

育を進める

「差別をすることは悪いことである」という教育を進める

すべての児童・生徒が自分を肯定的に認め、自信が持て

るような教育を進める

障害のある人や高齢者などとのふれあいの場を多くし、交

流体験を通じた教育を進める

児童・生徒が、主体的に「自分や他人の人権」について考

えられる教育を進める

全体 (n=704)（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問３５．あなたは、人権を尊重する心や態度を育むためには、学校においてどのような教育を進めてい
けばよいと思いますか。（○は３つまで）
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１３ 人権教育・啓発について

人権を守るために必要だと思うことについて、「乳幼児期から家庭や地域の人とのふれあいの中で、人権尊
重の意識を育む」38.6％が最も高く、次いで「生涯学習の視点から人権教育の機会の提供を充実させる」
38.4％、「青少年の健全育成につながる学習基盤を整備」24.9％の順となっている。

7.5

1.3

4.4

9.9

15.8

18.6

18.8

24.9

38.4

38.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

女性の社会参加のための講座の開設や学習

支援

わからない

公民館活動を利用して、心の豊かさや、生きが

いのための学習支援

高齢者の社会的活動への支援

青少年の健全育成につながる学習基盤を整備

生涯学習の視点から人権教育の機会の提供を

充実させる

乳幼児期から家庭や地域の人とのふれあいの

中で、人権尊重の意識を育む

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問３６．人権を尊重する心や態度を育むためには、生涯学習（社会教育）において、どのようなことが必要
だと思いますか。（〇は３つまで）
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１３ 人権教育・啓発について

人権が尊重される社会を実現するために必要だと思うことについて、「学校教育や社会教育を通じて、人権
を尊重する教育活動を積極的に行う」37.1％が最も多く、次いで「差別や偏見につながる慣習や社会の仕組
みを改善する」29.1％、「人権に関する市民の理解を促進する啓発を積極的、効果的に推進する」22.0％と
なっている。

8.5

0.7

3.3

5.3

9.2

10.9

11.5

13.4

13.5

16.1

19.2

22.0

29.1

37.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

特にない

市民が自発的に人権の啓発事業や講演会に参加する

人権に関する情報の収集及び提供を充実する

職場・事業所での人権尊重の取組を充実する

わからない

人権を守るための法整備を促進する

行政が、県民や企業、事業所、NPO等の団体による人権

尊重に向けた取組を支援する

地域の団体・機関・企業等と行政が連携し、人権を尊重

したまちづくり活動を進める

人権が侵害された人のための相談・支援体制の充実

人権に関する市民の理解を促進する啓発を積極的、効

果的に推進する

差別や偏見につながる慣習や社会の仕組みを改善する

学校教育や社会教育を通じて、人権を尊重する教育活

動を積極的に行う

全体 (n=704)
（注）複数回答のため合計は100%を超えます。

問３７．あなたは、人権が尊重される社会を実現するために、今後特に、どのようなことが必要だと思いま
すか。（○は３つまで）
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１３ 人権教育・啓発について

市の取組については、「知っている」、「聞いたことがある」を合わせると、市民館活動70.3％、人権相談
67.1％、「人権週間」事業63.5％、「部落差別をなくする運動」強調旬間事業60.0％等の事業が認知されてい
る。また、宣言や法律、条例については、世界人権宣言49.0％、室戸まちづくり条例46.7％、部落差別の解消の
推進に関する法律45.7％の順で認知されている。

39.2

47.9

26.8

37.9

33.2

10.9

8.7

6.4

8.8

14.8

22.4

15.5

9.5

14.9

11.4

27.9

22.4

21.0

25.6

26.8

25.4

23.6

21.7

24.0

30.9

26.6

23.2

22

31.8

27.8

18.9

16.8

37.5

22.6

25.9

49.1

52.6

57.1

52.3

40.1

36.2

47.2

53.9

39.3

46.9

14.0

12.9

14.7

13.9

13.9

14.6

15.1

14.8

14.9

14.3

14.8

14.1

14.6

14.0

13.9

人権相談

市民館活動（各種相談・教室・デイサー

ビス・交流イベント等）

「人権の花」運動事業

「人権週間」事業

「部落差別をなくする運動」強調旬間事業

室戸市男女共同参画プラン2018

女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律

本邦外出身者に対する不当な差別的言動

の解消に向けた取組の推進に関する法律

（ヘイトスピーチ解消法）

障害を理由とする差別の解消の推進に

関する法律（障害者差別解消法）

部落差別の解消の推進に関する法律

（部落差別解消推進法）

世界人権宣言

（1948年）

室戸市ＳＤＧS推進宣言
（2020年12月21日）

「人権擁護都市」宣言
（1993年）

室戸市まちづくり条例

室戸市人権尊重の社会づくり条例

知っている 聞いたことはある 知らない 無回答

問３８．あなたは、次の人権に関する宣言や法律、条例、市の取組についてどの程度ご存知ですか。
（それぞれ１つに〇）
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■全体 （ｎ＝704）


